
ホロコースト 

 

季節が歩いている 

寒くなった 

 

何も要らないということ 

朽ちてゆくこと 

 

耳を澄ますと 

乾いた音が聴こえる 

 

嘘吐き 

嘘吐き 

 

「自傷など下らない 

今すぐ胸を突き通せ」 

 

嘘吐き 

嘘吐き 

 

「去勢された者達を分離する巧妙な手口 

それをばら撒いていれば十分だ」 

 

嘘吐き 

嘘吐き 

 

「人類の幸福のために 

代替が進められねばならない」 

 

嘘吐き 

嘘吐き 



 

「市民権という名札 

彼らにはそれがお似合いだ」 

 

嘘吐き 

嘘吐き 

 

立ち止まる恐怖 

それは、死とは似ていない 

 

色んなことをしようとして 

何も手につかない 

 

目的はない 

口実はある 

 

繁栄の空しさが吹き抜ける 

滅びなければならない 

 

累々と、静かに、密かに積み上げられる灰 

立ち上るかすかな煙 

 

私たちは互いに身を寄せ合い 

底辺の拡大と清掃に一役買っている 

 

告白しよう 

この手首に刻まれた十字架は憎悪の象徴である、と 

 

前頭葉の勝利 

前頭葉の自滅 

 



静かなるホロコーストが進んでいる 

 

(2013.3.3) 


